
２０２５年１０月１６日 

東海旅客鉄道株式会社 

東海道新幹線 総合事故対応訓練の実施について 

東海道新幹線における大規模災害や不測の事態の発生に備え、迅速なお客様救済と早期

復旧に向けて、毎年、各系統の社員およびグループ会社の社員が合同で総合事故対応訓練

を実施しています。今年度は、大規模災害の発生に備え、駅間で停車した列車からのお客

様救援訓練や架線断線を想定した復旧訓練等を実施するほか、不測の事態への対応力を強

化するため、警察と連携した不審者対応訓練等を実施します。  

１．実 施 日  ２０２５年１２月３日（水） 

２．場  所  東海道新幹線 三島車両所 

３．参加人員  約７００名 

４．主な訓練内容（別紙） 

（１）駅間に停車した列車からのお客様救援訓練

長時間停電の発生により、列車が駅間に停車した場合を想定し、乗務員・パーサー

と救援に駆けつけた現業機関の社員によるお客様救援訓練を行い、連携力の強化を

図ります。

（２）架線断線の発生を想定した復旧訓練

架線断線により送電できない状況を想定し、一刻も早く停電区間の停車列車へ電源

を供給するための仮復旧および応急復旧（断線した架線を復旧する作業）の訓練を

行います。特に応急復旧においては、新たな工具を用いた作業方法を導入するなど、

少人数でも安全かつ迅速な復旧を行えるよう対応力の強化を図ります。

（３）警察と連携した不審者対応訓練

不審者の対応などの事態に備え、車内で乗務員・パーサー・警備員の連携による初

期対応、お客様の避難誘導、車内に搭載している防護装備品を使用した自身の防護

訓練を行います。また、警察とも協力して、車内での不審者確保訓練を実施します。

これらにより、不測の事態への対応力の強化を図ります。



別紙 訓練のイメージ

（１）駅間に停車した列車からのお客様救援訓練

（２）架線断線の発生を想定した復旧訓練
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